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甲
府
盆
地
に
春
の
彩
り
が
広
が
り
、

穏
や
か
な
季
節
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃

と
な
り
ま
し
た
。
甲
府
市
文
化
協
会

並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
甲
府
市
の
文
化
芸
術
の
振

興
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
五
十
一
回
甲
府
市
民
文
化
祭
」は
、

「
つ
な
が
ろ
う 

つ
な
げ
て
い
こ
う 

文
化
の
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆
様
の

ご
尽
力
の
も
と
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
展
示
作
品
や
舞
台
発
表

で
は
、
参
加
者
の
皆
様
の
情
熱
と
卓

越
し
た
技
量
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ

れ
、
甲
府
の
文
化
芸
術
の
豊
か
さ
を

改
め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
文
化
の
振
興
と
世

代
を
超
え
た
文
化
の
継
承
が
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
変
重

要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
感
じ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

令
和
八
年
度
に
、
甲
府
市
文
化
協

会
は
創
立
五
十
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
す
。
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て

令
和
と
続
く
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

甲
府
の
文
化
は
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
を
築

き
つ
つ
、絶
え
ず
変
化
す
る
社
会
に
お
い

て
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。こ
の
た
び
発
刊
さ
れ
る『
文

協
甲
府
』は
、そ
の
歩
み
と
成
果
を
後
世

に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、未
来
へ

の
希
望
を
示
す
一
冊
と
な
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。甲
府
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、文
化
芸
術
が
地
域
の
絆
を
深

め
、人
々
の
心
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く

認
識
し
、皆
様
と
と
も
に
そ
の
継
承
と
発

展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。未
来
を

担
う
次
世
代
に
向
け
て
、文
化
の
灯
を
絶

や
す
こ
と
な
く
繋
い
で
い
く
た
め
、引
き

続
き
支
援
を
惜
し
ま
ぬ
所
存
で
す
。 

  

結
び
に
、『
文
協
甲
府
』
の
発
刊
に
あ

た
り
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
編
集
委
員
の
皆
様
に
、深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、甲
府
市
文
化
協
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
、発
刊
に
際
し
て

の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
今
年
度
も
甲
府
市
民
文
化
祭
を

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
展
示
、
発
表
の
両
部
門
と
も
充

実
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様

に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
文
化
協
会
に
お

き
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

密
着
し
た
特
色
あ
る
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
市
民
憲

章
に
あ
る
「
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
前
進
し
た
も
の
と
、
会
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

文
化
芸
術
は
、
日
々
の
生
活
に
潤

い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
健

康
寿
命
も
伸
ば
し
て
く
れ
ま
す
。
更

に
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に 

も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
会
員
の
減

少
が
急
速
に
進
み
、
こ
う
し
た
活
動

に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論

文
化
芸
術
の
関
心
が
薄
れ
た
訳
で 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
現
在
の
働

き
方
が
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。深
刻
な
人
手

不
足
に
よ
り
、六
十
代
で
は
定
年
退

職
後
も
勤
務
延
長
等
で
仕
事
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
実
情
で

す
。
私
た
ち
の
文
化
活
動
も
こ
う
し

た
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

文
化
芸
術
は
何
歳
か
ら
で
も
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

仕
事
が
一
段
落
し
た
七
十
代
の

方
々
に
気
軽
に
文
化
活
動
に
挑
戦

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
八
十
代
、
九
十

代
の
皆
様
に
は
、
現
在
の
活
動
に
ま

す
ま
す
磨
き
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

今
や「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」は
、

遠
い
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。文
化

協
会
か
ら
実
践
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
文
化
芸
術
に
引
退
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
が
現
役
で
あ
り

ま
す
。 

 

甲
府
市
教
育
委
員
会 

教
育
長 

松 

田 

昌 

樹 

甲
府
市
文
化
協
会 

副
会
長 

原 

野 

五 

郎 

文化芸術に引退はない 

 

「文協甲府」発刊に寄せて 
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開
催
期
間 

 

令
和
七
年
十
一
月
一
日(

土)

～ 

十
一
月
二
十
三
日(

日
・
祝) 

開
催
会
場 

リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民
会
館 

遊
亀
公
民
館 

開
幕
式 

令
和
七
年
十
一
月
一
日(

土) 
 

 

午
前
十
時 

 

展
示
十
部
門 

華
道 

四
十
二
点 

工
芸 

四
十
五
点 

写
真 

二
十
三
点 

書
道 

一
二
五
点 

水
石 

十
七
点 

美
術 

六
十
七
点 

文
学 

一
四
二
点 

盆
栽 

十
七
点 

高
校
生 

三
十
九
点 

青
少
年
作
品 

一
三
九
点 

発
表
十
二
部
門 

演
劇 

五
十
七
人 

合
唱 

四
〇
二
人 

合
奏 

三
五
八
人 

吟
剣
詩
舞
道 

六
十
九
人 

茶
道 

八
十
七
人 

能
楽 

五
人 

舞
踊 
一
二
六
人 

邦
楽 
一
一
三
人 

民
謡 

三
十
四
人 

フ
ラ
ダ
ン
ス 
二
一
〇
人 

高
校
生
・
大
学
生 
一
五
七
人 

 

「
私
の
地
域
・
歴
史
探
訪
」

歴
史
探
訪
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
小

冊
子(

甲
府
市
内
三
十
一
地
区)

の

展
示
及
び
ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま

し
た
。 

☆
ア
リ
ー
ナ
ス
テ
ー
ジ 

展
示
会
場
に
て
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

開
催
会
場 

山
の
都
ア
リ
ー
ナ
舞
台 

開
催
日 

令
和
七
年
十
一
月
一
日(

土) 

参
加
部
門 

合
奏
部 

五
団
体 

☆
将
棋
大
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

甲
府
市
文
化
協
会
会
長
杯 

参
加
者
数 

六
十
五
人 
    

☆
地
区
文
協
の
部  

フ
ラ
ダ
ン
ス 

地
区
文
化
協
会
で
活
動
が
さ
か
ん 

な
フ
ラ
ダ
ン
ス
部
が
発
表
し
ま
し 

た
。 

開
催
会
場 

芸
術
ホ
ー
ル 

開
催
日 

令
和
七
年
十
一
月
十
六
日(

日) 

参
加
部
門 

十
九
団
体 

☆
甲
府
市
民
文
化
祭 

 

文
化
祭
賞
・奨
励
賞 

受
賞
作
品
展 

開
催
期
間 

令
和
七
年
十
一
月
二
十
五
日(

火)

～
十
一
月
二
十
七
日(

木) 

開
催
会
場 

甲
府
市
役
所
一
階
市
民
活
動
室 

参
加
部
門 

展
示
七
部
門(

二
十
三
点) 

華
道
部 

特
別
展
示 

一
点 

 

市
民
文
化
祭
開
催
期
間 

出
品
者
数 

    

六
五
六
人 

出
演
者
数 

 

一
六
八
三
人 

来
場
者
数 

延
べ
五
四
七
三
人 

令
和
七
年
度 

第
五
十
一
回
甲
府
市
民
文
化
祭 

テ
ー
マ 

つ
な
が
ろ
う 

つ
な
げ
て
い
こ
う 

文
化
の
和 
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甲
府
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会 

委
員
⾧ 

樋 

口 

雄 

一 

副
委
員
⾧ 

 

矢 

崎 

吼 

隆 
 

 
 

奥 

山 

幾
代
子 

 
 

 

中 

澤 
 

 

緑 
 

 
 

数 

野 

徳 

子 
 

 

森 

田 

芳 

弘 
 

 

松 

澤 

榮 

二 
 

 
 

原 

野 

五 

郎 
 

山 

下 
 

 

知 
 

西 

村 

克 

仁 
 

(

以
上
文
化
協
会) 

 

松 

田 

昌 

樹 
 

(

教
育
委
員
会) 

委 

員 
 

小 

林 

明 

美 
 

 

大
久
保 

明 

美 
 

 

広 

瀬 
 

 

修 
 

 

矢 

崎 

美 

咲 
 

 

大 

野 

浩 

伸 
 

 

松
七
五
三 

美
和 

 
 

河 

野 

一 

郎 
 

 

田 

中 

真 

司 
(

以
上
展
示
部
門) 

 

渡 

辺 

政 

幸 
 

 

岡 

田 

恭 

子 
 

 

遠 

山 
 

 

忍 
 

 

風 

間 

岳 

勲 
 

 

石
戸
谷 

宗 

美 
 

佐 

藤 

眞 

弓 
 

 

飯 

野 

妙 

子 
 

 

鈴 

木 

萌 

勢 
 

 

相 

川 

宝 

楽 
 

深 

沢 

由 

美 
(

以
上
発
表
部
門) 

 
 

高 

橋 
 

 

要 
 

 

吉 

澤 

一 

家 
 

畑 
 

 

晴 

夫 
 

末 

木 

照 

久 
 

 

廣 

野 

映 

子 
 

 
 

 
 

 

安 

部 

龍 

太 
 

 

日 

向 

道 

夫 
 

川 

崎 
 

 

靖 
 

小 

坂 

フ
キ
子 

 
 

藤 

田 
 

 

亮 
 

 
 

 
 

 

千 

野 

勝 

人 
 

 

戸 

澤 

清 

茂 
 

 

山 

田 
 

 

厚 

 

坂 

本 

雅 

哉  
 

(

故)

服 

田 

尚 

隆 
 

 

立 

川 
 

 

茂 
 

 
 

 
 

 

雨 

宮 
 

 

秀 
 

 

清 

水 
 

 

明 
 

 

寺 

田 

義 

彦 
 

青 

山 

秀 

人 
 

 

篠 

原 

敏 

朗 
 

大
久
保 

は
る
み 

 

久
保
寺 

威 

徳 
(

以
上
地
区
文
化
協
会) 

 
 

 
 

 
 

樋 

田 

和 

子 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

文
化
協
会) 

 

保 

坂 
 

 

保 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

各
種
団
体) 

 

飯 

田 

浩 

明 
 

近 

藤 
 

 

稔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

教
育
委
員
会) 

 

浅 

川 

亜 

紀 
 

河 

住 
 

 

洋 
 

 
 

 
 

 
 

(

子
ど
も
未
来
部) 

文
化
祭
賞
選
奨
委
員 

委
員
⾧(

文
学)  

河 

野 

一 

郎 

副
委
員
⾧(

美
術)

松
七
五
三 

美
和 

(

工
芸)  

   

設 

和  
 

 

幹    

大
久
保 

明 

美 

保 

坂 

初 

美 
(

写
真) 

   

広 

瀬 
 

 

修 
 

  

坂 

本 

香 

一   

中 

林 

幸 

一 
(

書
道) 

 
   

矢 

崎 

美 

咲 
  

小 

川 

晴 

翠 
 

石 

川 

圭 

流 
 

 
(

水
石) 

 
   

水 

上 
 

 

強      

大 

野 

浩 

伸 
(

美
術) 

   

金 

井 

幸 

則 
 

古 

川 

み
や
子 

(

文
学)

短
歌  

三 

枝 

浩 

樹    

〃  
 

岡 

部 

慶 

子 

俳
句  

井 

上 

康 

明  

川
柳 

 

大 

森 
 

 

隆 
 

  

〃  

小 

林 

信
二
郎 

(

盆
栽) 

 
 

新 

沼 

捷 

彦     

藤 

井 

昭 

一 

今 

井 

千
代
子 

                    (

順
不
同) 

文
化
祭
テ
�
マ
最
優
秀
賞 

 
 

 

大 

塚 

陽 

奈 
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「「冬冬のの調調
しら

べべ」」（フラワーデザイン）  「「七七宝宝
しっぽう

模模様様
も よ う

花花器器
か き

」」(籐工芸)  

「「紫紫陽陽花花
あ じ さ い

とと篭篭
かご

」」（押し花絵） 

  

    

  

 

銘銘  

��
双双  

峯峯  

早早
川川
産産
��  

甲
府
市
文
化
協
会 

 
 

 
 

 

会 

長 
 

銘銘  

��
傘傘  

寿寿
��  

顧 

問 
 

銘銘
��
伝伝
統統
生生
花花
五五
行行
活活
��  

顧 

問 
 

産地は、南アルプスの山岳地帯の多くの支流が合流し「早川」となり、富
士川に合流します。したがって、種々の石質が産出され、県内外より愛石家
が探石に訪れています。 

本石は、深山渓谷をはさんで、大小の双峯がバランスよく、そびえ立つ形
姿は雄大です。 

傘寿になりました。通過点だと 
云う人も居ますが私の場合、 
そう強気でもなく、のそのそと 
身の周りの片付けを始めている
このごろです。 

花材 はらん 
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「「冬冬のの調調
しら

べべ」」（フラワーデザイン）  「「七七宝宝
しっぽう

模模様様
も よ う

花花器器
か き

」」(籐工芸)  

「「紫紫陽陽花花
あ じ さ い

とと篭篭
かご

」」（押し花絵） 
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ママーーガガレレッットトのの香香りり (日本画）

「「水水    辺辺」」(水彩画)  
とし え

デディィシシャャブブ (銅版画)

「「日日
ひ

    射射
ざし

」」(和紙絵)

  

    

  
 

「「彩彩
いろど

  りり」」  

村 松  紀
おさむ

 （後屋町） 

（推薦理由） 

春、縦・横と花咲きで揃った花々。桜の満開という良い時季、

花いっぱいで、見る人がいつ見ても心休まる画面で良作で

す。 

 

「「春春  のの  訪訪  れれ」」 

坂 本 桂 子 （山宮町） 

（推薦理由）  

澄みきった空気の青空の下、広い広場では運動する人々。

花を画面下に大きく大胆な構図で、画面も無駄なく良い角

度からの狙いは立派です。 

「華華
はな

火火
び

彩彩
いろど

るる」」  

小 林  忠
ただし

 （国 母） 

（推薦理由） 

幻想的な暗いグレーのバックに浮き上がって見える花火、

富士、湖面に映る明かりの建物。この画面の良さを盛り上

げている湖面に映る花火空に雲を添え、自分で作り上げた

ような画面。このチャンスを捉えた優れた作品です。 

 

「「洞洞    窟窟」」 

内 藤 幹 夫 （高 畑） 

（推薦理由）  

観光地の催し場に行く通路の両側の木々がネオンの飾りで

いっぱい。暗い夜空にブルーの色が映えて、夜の撮影のぶ

れもなくシャープの出来で見事です。 

文 化 祭 賞 奨  励  賞  

奨  励  賞  奨  励  賞  

22第47号



ママーーガガレレッットトのの香香りり (日本画）

「「水水    辺辺」」(水彩画)  
とし え

デディィシシャャブブ (銅版画)

「「日日
ひ

    射射
ざし

」」(和紙絵)
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（
推
薦
理
由
） 

半
折
ニ
分
の
一
に
十
四
文
字
を
三
行
に
お
さ
め
た
作
品
で
す
。
静
か
な
筆

の
つ
な
が
り
と
共
に
、
真
中
に
大
き
く
「
静
」
を
流
麗
に
お
さ
め
ま
し
た
。
最
後
の
「
寒
」
と

落
款
で
う
ま
く
お
さ
ま
り
ま
し
た
。 

（
推
薦
理
由
） 

調
和
体
と
い
う
誰
で
も
読
み
や
す
い
書
体
で
書
か
れ
た
作
品
で
す
。
文
字
の
大

小
、
線
の
太
細
の
変
化
、
空
間
の
妙
あ
り
で
、
特
に
縦
画
の
力
強
さ
は
見
事
で
し
た
。 

 

（

推

薦

理

由

）  
   

 
 
 

「
常
道
」
（
正
し
き
道
を
歩

む
。
）
と
い
う
文
字
を
力
強
く

刻
し
、
作
者
の
信
念
と
確
か

な
筆
致
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

線
の
太
さ
や
彫
り
に
安
定
感

が
あ
り
、
堂
々
と
表
現
さ
れ

て
い
る
よ
い
作
品
で
す
。 

 

（

推

薦

理

由

）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
強
い
志
を
持
っ
た
人
は
必
ず
物
事

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
」
強
い
意
味
を

持
っ
た
こ
と
ば
を
穏
や
か
な
心
で

運
筆
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

紙
面
に
お
け
る
潤(

じ
ゅ
ん)

、
渇
筆

(

か
っ
ぴ
つ)

の
割
合
も
程
よ
く
、
無

理
の
な
い
気
脈
の
貫
通
が
心
地
よ

い
。 

 

「「
林林
外外
雪雪
消消  

山山
色色
静静  

、、  

窓窓
前前
春春
淺淺  

竹竹
聲聲
寒寒  

。。
」」  

    
  

奨 
 

励 
 

賞  

宮 

川 

弘 

美 

（
善
光
寺
） 

 「「

常常
じ
ょ
う  

  

道道 ど
う

」」  

角 

田 

嘉 

子 

（里 

吉
） 

 

「「
天天
をを
衝衝つ

くく
列列
車車
のの
響響

ひ
び
き

冴冴さ

ええ
返返
るる
」」
亜亜
門門
里里

あ

も

ん
り

三三ぞ
う

のの
句句  

    
谷 や 

越 こ
し 

玄 げ
ん 

鳥
ち
ょ
う 

（国
玉
町
） 

 

「「
有有  

志志
事事
竟竟  

成成  

」」
志志
ああ
れれ
ばば
事事
つつ
いい
にに
成成
るる  

」」  

百 
瀬 

信 

子 

（
青 

沼
） 

文 

化 

祭 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  

エ
テ 

ニ 

ク 

シ 

レ
バ 

ニ 

ル 

レ 

「「ピピララカカンンササスス」」  

「「八八
はっ

海海
かい

山山石石
ざんせき

  遠遠山山
とおやま

泡泡
ほう

湖湖
こ

」」  
み ね こ

「「霞霞
かすみ

のの花花
はな

」」  
ある が
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（
推
薦
理
由
） 

半
折
ニ
分
の
一
に
十
四
文
字
を
三
行
に
お
さ
め
た
作
品
で
す
。
静
か
な
筆

の
つ
な
が
り
と
共
に
、
真
中
に
大
き
く
「
静
」
を
流
麗
に
お
さ
め
ま
し
た
。
最
後
の
「
寒
」
と

落
款
で
う
ま
く
お
さ
ま
り
ま
し
た
。 

（
推
薦
理
由
） 
調
和
体
と
い
う
誰
で
も
読
み
や
す
い
書
体
で
書
か
れ
た
作
品
で
す
。
文
字
の
大

小
、
線
の
太
細
の
変
化
、
空
間
の
妙
あ
り
で
、
特
に
縦
画
の
力
強
さ
は
見
事
で
し
た
。 

 

（

推

薦

理

由

）  
   

 
 
 

「
常
道
」
（
正
し
き
道
を
歩

む
。
）
と
い
う
文
字
を
力
強
く

刻
し
、
作
者
の
信
念
と
確
か

な
筆
致
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

線
の
太
さ
や
彫
り
に
安
定
感

が
あ
り
、
堂
々
と
表
現
さ
れ

て
い
る
よ
い
作
品
で
す
。 

 

（

推

薦

理

由

）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
強
い
志
を
持
っ
た
人
は
必
ず
物
事

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
」
強
い
意
味
を

持
っ
た
こ
と
ば
を
穏
や
か
な
心
で

運
筆
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

紙
面
に
お
け
る
潤(

じ
ゅ
ん)

、
渇
筆

(

か
っ
ぴ
つ)

の
割
合
も
程
よ
く
、
無

理
の
な
い
気
脈
の
貫
通
が
心
地
よ

い
。 

 

「「
林林
外外
雪雪
消消  

山山
色色
静静  

、、  

窓窓
前前
春春
淺淺  

竹竹
聲聲
寒寒  

。。
」」  

    
  

奨 
 

励 
 

賞  

宮 
川 

弘 

美 

（
善
光
寺
） 

 「「

常常
じ
ょ
う  

  

道道 ど
う

」」  

角 

田 

嘉 

子 

（里 

吉
） 

 

「「
天天
をを
衝衝つ

くく
列列
車車
のの
響響

ひ
び
き

冴冴さ

ええ
返返
るる
」」
亜亜
門門
里里

あ

も

ん
り

三三ぞ
う

のの
句句  

    

谷 や 

越 こ
し 

玄 げ
ん 

鳥
ち
ょ
う 

（国
玉
町
） 

 

「「
有有  

志志
事事
竟竟  

成成  

」」
志志
ああ
れれ
ばば
事事
つつ
いい
にに
成成
るる  

」」  

百 

瀬 

信 

子 

（
青 

沼
） 

文 

化 

祭 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  

エ
テ 

ニ 

ク 

シ 

レ
バ 

ニ 

ル 

レ 
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文 

化 

祭 

賞  

      

  

奨 
 

励 
 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  

木 

村 

由
紀
子 

（
城 

東
） 

（俳
句
） 

冬冬
のの
虫虫
葉葉
にに
すす
がが
りり
ゐゐ
てて
尼尼
のの
寺寺 

 
（
推
薦
理
由
） 

冬
の
虫
と
は
、
冬
越
し
を
す
る
虫
の
総
称
で
す
。
成
虫
で
越
冬
す
る

蝶
に
と
っ
て
、
葉
は
命
を
繫
ぎ
止
め
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
葉
に
命
を

託
す
健
気
で
真
摯
に
生
き
る
蝶
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
見
え
ま
す
。
そ
の
蝶
は
、
静
謐

な
佇
ま
い
の
尼
寺
に
住
処
が
あ
り
、
清
ら
か
で
優
し
い
尼
の
姿
や
心
根
に
も
庇
護
さ

れ
な
が
ら
、
春
の
到
来
と
と
も
に
、
新
し
い
生
命
の
誕
生
へ
と
結
び
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
推
薦
理
由
） 

激
し
い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
青
空
を
仰
い
で
、
作
者
は
、
先
の
昭
和

の
戦
争
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
戦
時
中
、
空
襲
を
避
け
る
た
め
に
入
っ
た
防
空
壕

か
ら
出
る
と
き
、
夏
空
を
見
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
。
夏
の
日
の
暑
苦
し
さ
と
空
の
青

が
八
十
年
前
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。 

 

（俳
句
） 

防防
空空
壕壕
出出
でで
しし
記記
憶憶
やや
夏夏
のの
空空 

 

梅 

津 
 

 
勲 

（国 

母
） 

（
城
東
） 

大 

勝 

雅 

子 

（
大
里
町
） 

（
城
東
） 

（短
歌
） 

月月
草草
とと
詠詠
まま
れれ
もも
しし
たた
るる
つつ
ゆゆ
くく
ささ
のの  

  

瑠瑠
璃璃
をを
朝朝
のの
ササ
ララ
ダダ
にに
添添
ええ
るる  

  

（
推
薦
理
由
） 

露
草
に
寄
せ
る
親
近
の
思
い
が
一
首
全
体
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。
つ
き
く

さ
と
い
う
和
名
、
花
の
瑠
璃
色
、
摘
ん
で
食
卓
の
皿
に
添
え
、
愛
で
る
心
が
ほ
の
ぼ
の
と
温

か
い
。
若
葉
は
食
用
と
さ
れ
ま
す
が
、
サ
ラ
ダ
に
添
え
ら
れ
た
の
は
花
な
の
で
す
。 

 

寺 

本 

加 

声 

（
山
宮
町
） 

（
城
東
） 

（川
柳
） 

爆爆
音音
のの
なな
きき
ここ
のの
国国
にに
手手
をを
合合
せせ 

（
推
薦
理
由
） 

世
界
中
で
爆
音
（
ミ
サ
イ
ル
音
な
ど
）
が
聞
こ
え
る
現
在
。
八
十
年
平
和
を

保
っ
て
い
る
日
本
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
倖
せ
感
が
よ
く
出
て
い
る
句
で
す
。 

 

清 

水 

雅 

子 

（
塩 

部
） 

（
城
東
） 

（川
柳
） 

欠欠
点点
をを
認認
めめ
合合
うう
かか
らら
明明
日日
がが
ああ
るる 

 
（
推
薦
理
由
） 

長
い
年
月
を
か
け
て
夫
婦
間
の
倖
せ
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
方
法
が
句
か

ら
良
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

奨 
 

励 
 

賞  

奨 
 

励 
 

賞  
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会会  

長長 
 

 

樋 
口 

雄 

一 

顧顧  

問問 
 

 

宮 
島 
雅 

展 

顧顧  

問問 
 

 

鶴 

田 
一 

杳 

筆筆
頭頭
副副
会会
長長
（（
専専
門門
部部
））  

吟
剣
詩
舞
道 

矢 

崎 

吼 

隆 

副副
会会
長長
（（
専専
門門
部部
））  

  

 
  

工 

芸 
 

奥 

山 

幾
代
子 

 

 
  

舞 

踊 
 

中 

澤 
 

 

緑 
 

 
  

文 

学 
 

数 

野 

徳 

子 

副副
会会
長長
（（
地地
区区
文文
協協
））  

伊
勢
・

住
吉 

森 

田 

芳 

弘 
 

池 

田 
 

松 

澤 

榮 

二 
 

 

東 
 

 
 

原 

野 

五 

郎 

羽 

黒 
 

山 

下 
 

 

知 
 

副副
会会
長長
（（
生生
涯涯
学学
習習
室室
））  

西 

村 

克 

仁 

理理  

事事
（（
専専
門門
部部
））  

華 

道 
 

小 

林 

明 

美 
 

工 

芸 
 

大
久
保 

明 

美 
 

 

写 

真 
 

広 

瀬 
 

 

修 
 

書 

道 
 

矢 

崎 

美 

咲 
 

水 

石 
 

大 

野 

浩 

伸 
 

美 

術 
 

松
七
五
三 

美
和 

文 

学 
 

河 

野 

一 

郎 

盆 

栽 
 

田 

中 

真 

司 

演 

劇 
 

渡 

辺 

政 

幸 
 

合 

唱 
 

岡 

田 

恭 

子 
 

合 

奏 
 

遠 

山 
 

 

忍 
 

吟
剣
詩
舞
道 

風 

間 

岳 

勲 
 

茶 

道 
 

石
戸
谷 

宗 

美 

能 

楽 
 

佐 

藤 

眞 

弓 
 

舞 

踊 
 

飯 

野 

妙 

子 
 

邦 

楽 
 

鈴 

木 

萌 

勢 
 

民 

謡 
 

相 

川 

宝 

楽 
 

洋 

舞 
 

深 

沢 

由 

美 

理理  

事事
（（
地地
区区
文文
化化
協協
会会
））  

  

大 

里 
 

高 

橋 
 

 

要 
 

石 

田 
 

吉 

澤 

一 

家 
 

琢 

美 
 

畑 
 

 

晴 

夫 

千
代
田 

 

末 

木 

照 

久 
 

里 

垣 
 

廣 

野 

映 

子 

貢 

川 
 

安 

部 

龍 

太 
 

千 

塚 
 

日 

向 

道 

夫 
相 

川 
 

川 

崎 
 

 

靖 
国 
母 

 

小 

坂 

フ
キ
子 

 

山 
城 

 

藤 

田 
 

 

亮 

穴 

切 
 

千 

野 

勝 

人 
 

玉 

諸 
 

戸 

澤 

清 

茂 
 

新
紺
屋 

 

山 
田 

 
 

厚 

湯 

田 
 

坂 

本 
雅 

哉 

(

故)

朝 

日 
 

服 

田 
尚 

隆 
 

富
士
川 

 

立 

川 
 

 
茂 

相 

生 
 

雨 

宮 
 

 

秀 
 

春 

日 
 

清 

水 
 

 

明 
 

甲 

運 
 

寺 

田 

義 

彦 

大 

国 
 

青 

山 

秀 

人 
 

北 

新 
 

篠 

原 

敏 

朗 

新 

田 
 

大
久
保 

は
る
み 

中 

道 
 

久
保
寺 

威 

徳 

理理  

事事
（（
生生
涯涯
学学
習習
課課
）） 

 
 

 
 

 

樋 

田 

和 

子 

監監  

事事  

専
門
部 

 

笠 

井 

公 

巳 

地
区
文
化
協
会 丸 

山 

文 

雄 

教
育
総
室
長 

 近 

藤 
 

 

稔 

事事
務務
局局  

事
務
局
長 

根 

津 
 

 

豊 

事
務
員 

 

大 

塚 

友 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              
 
 
 
 
 
 

    

本
協
会
は
、
市
民
文
化
団
体
、

各
地
区
文
化
協
会
の
連
絡
協
調
を

保
ち
、
自
主
的
な
文
化
活
動
を
助

長
し
、
郷
土
文
化
の
振
興
と
甲
府

市
の
文
化
水
準
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、十
八
専
門
部
と
、二
十
七
地
区

文
化
協
会
が
、
学
習
と
研
鑽
を
積

み
重
ね
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

専
門
部
は
、
各
分
野
に
精
通
し

た
同
じ
目
的
を
も
っ
た
団
体(

者)

が
集
ま
り
、
自
主
的
な
芸
術(

創

造)

文
化
活
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。 

地
区
文
化
協
会
は
、
市
内
の
小

学
校
地
区
に
設
立
さ
れ
、
生
活
文

化
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
相
互
の

親
睦
と
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
と
連
携
・
結
び
つ
き
を
深
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

文
化
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

学
習
し
た
い
方
、
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先≫

 

甲
府
市
文
化
協
会
事
務
局 

Tel
０
５
５(

２
２
３)

７
３
２
９ 

Fax
０
５
５(

２
３
５)

５
６
４
８ 

📩📩📩📩 info@
kofu-bunkyo.com

 
 

   

甲
府
市
文
化
協
会
専
門
部
は
じ

め
、
各
地
区
文
化
協
会
の
方
々
に

は
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
様
子
が

投
稿
の
中
に
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
、
感
動
と
共
感
の
高
鳴
り

を
覚
え
る
。同
時
に
、共
通
の
悩
み

で
も
あ
る
高
齢
化
に
よ
る
部
活
動

の
空
洞
化
を
埋
め
る
手
段
を
如
何

に
す
る
か
、
真
剣
に
考
え
ね
ば
な

ら
ぬ
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
痛
感

し
て
い
る
。 

突
破
口
を
見
出
す
た
め
に
は
、

専
門
部
、
各
地
区
文
化
協
会
の

方
々
で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
の

合
同
意
見
交
換
会
を
設
け
、
今
後

の
文
化
活
動
の
一
助
と
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
常

に
思
う
こ
と
は
、
各
地
区
文
化
協

会
が
自
分
の
枠
の
中
で
の
活
動
で

は
な
く
、
自
分
の
協
会
に
な
い
も

の
、
ま
た
自
分
の
協
会
の
得
意
と

す
る
も
の
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
互
の
文
化
活
動
の
向
上
に

プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
思
う
が
如
何

な
も
の
だ
ろ
う
か
。 

更
に
、
各
地
区
文
化
協
会
の
文

化
祭
の
日
程
表
を
掲
載
す
る
の
も

一
手
か
も
し
れ
な
い
。 

編
集
委
員
長 

渡
辺 

優 

 

【
表
紙
の
題
字
】 

書
道
部
長 

矢
崎
美
咲 

 

【
表
紙
の
写
真
説
明
】 

「
金
櫻
神
社
」 

  

昇
仙
峡
を
登
り
つ
め
た
、
富
士

山
を
仰
ぐ
金
峰
山
の
下
に
、
一
五
〇

〇
年
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
金
峰

山
信
仰
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
、
昇

仙
峡
と
共
に
全
国
の
人
々
の
入
山

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

写
真
部
長 

広
瀬 

修 

              

 

お
手
元
へ
配
布
さ
れ
た
機
関
誌

は
、
大
勢
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、会
員
・
友
人
知
人
等
へ

お
配
り
く
だ
さ
い
。 

令
和
八
年
三
月
一
日
発
行    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲
府
市
文
化
協
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

 
 

 

あ 

と 

が 
 

き  

 

 
令
和
七
年
度 

甲
府
市
文
化
協
会 

顧
問
・
役
員
氏
名 

 

【編
集
委
員
会
】 

委
員
長 

 

渡 

辺 
 

 

優 

副
委
員
長 

河 

野 

一 

郎 

委 

員 
 

矢 

崎 

吼 

隆 

同 
 

 

奥 

山 

幾
代
子 

同 
 

 

森 

田 

芳 

弘 

同 
 

 

松 

澤 

榮 

二 

同 
 

 

広 

瀬 
 

 

修 

同 
 

 

矢 

崎 

美 

咲 

（
順
不
同
） 

 

40第47号


	P1
	P2～
	P19～
	P40

